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〈
１
面
よ
り
〉

【
決
定
概
要
】

１　

道
路
盛
土
の
り
面
防
災
対

策
補
助
制
度
の
創
設

　

令
和
６
年
能
登
半
島
地
震
に

お
い
て
、
緊
急
輸
送
道
路
で
あ

る
能
越
自
動
車
道
の
盛
土
区
間

に
お
い
て
大
規
模
崩
壊
が
多
数

発
生
し
、
人
員
・
物
資
輸
送
に

影
響
が
生
じ
た
こ
と
を
踏
ま

え
、
盛
土
の
大
規
模
崩
壊
に
伴

う
道
路
機
能
の
著
し
い
喪
失
を

防
ぐ
た
め
、
緊
急
輸
送
道
路
に

お
け
る
盛
土
の
り
面
の
点
検
結

果
に
基
づ
き
行
わ
れ
る
防
災
対

策
事
業
に
対
し
、
計
画
的
か
つ

集
中
的
に
支
援
す
る
個
別
補
助

制
度
を
創
設
す
る
。

２　

災
害
応
急
対
策
移
動
施
設

導
入
に
係
る
無
利
子
貸
付
制
度

の
創
設

　

令
和
６
年
能
登
半
島
地
震
に

お
い
て
、
各
地
か
ら
被
災
地
へ

派
遣
さ
れ
被
災
者
支
援
に
有
効

活
用
さ
れ
た
、
防
災
用
コ
ン
テ

ナ
型
ト
イ
レ
等
の
災
害
応
急
対

策
移
動
施
設
に
つ
い
て
、
そ
の

設
置
を
促
進
す
る
た
め
、
民
間

事
業
者
等
が
自
動
車
駐
車
場
に

道
路
占
用
許
可
を
受
け
て
設
置

す
る
場
合
に
係
る
費
用
の
一
部

に
つ
い
て
、
地
方
公
共
団
体
を

通
じ
て
国
が
無
利
子
貸
付
を
行

う
制
度
を
創
設
す
る
。

３　

地
域
活
性
化
イ
ン
タ
ー
チ

ェ
ン
ジ
制
度
の
対
象
路
線
の
拡

充
　

現
行
の
地
域
活
性
化
イ
ン
タ

ー
チ
ェ
ン
ジ
制
度
は
、
対
象
路

線
を
高
速
自
動
車
国
道
の
み
と

し
て
い
る
が
、
更
な
る
地
域
の

活
性
化
を
図
る
た
め
、
一
般
国

道
の
自
動
車
専
用
道
路
等
へ
の

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
設
置
が
可

能
と
な
る
よ
う
対
象
路
線
を
拡

充
す
る
。

４　

民
間
資
金
等
活
用
道
路
修

繕
等
事
業
に
係
る
国
庫
債
務
負

担
行
為
の
拡
充

　

直
轄
国
道
に
お
け
る
照
明
の

Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
を
加
速
化
し
、
Ｌ
Ｅ

Ｄ
化
後
の
電
気
料
金
の
削
減
や

ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
に
よ
る

整
備
費
用
の
削
減
を
図
る

た
め
、
照
明
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
整

備
、
維
持
管
理
業
務
に
お
い

て
Ｐ
Ｆ
Ｉ
手
法
を
活
用
す
る

場
合
、
Ｐ
Ｆ
Ｉ
法
に
基
づ
き

30
箇
年
以
内
で
国
庫
債
務
負

担
行
為
を
設
定
で
き
る
よ
う

制
度
を
拡
充
す
る
。

５　

道
路
改
築
事
業
（
補

助
）
に
係
る
国
庫
債
務
負
担

行
為
の
年
限
の
拡
充

　

道
路
改
築
事
業
（
補
助
）

に
お
い
て
、
効
率
的
な
工
事

発
注
や
工
事
体
制
の
確
実
性

の
確
保
を
図
る
た
め
、
国
庫

債
務
負
担
行
為
の
年
限
を
４

箇
年
か
ら
５
箇
年
以
内
に
拡

充
す
る
。

６　

無
電
柱
化
推
進
事
業
に

係
る
国
庫
債
務
負
担
行
為
の

年
限
の
拡
充

　

無
電
柱
化
推
進
事
業
（
直

轄
事
業
お
よ
び
補
助
事
業
）

に
お
い
て
、
関
係
者
協
議
か

ら
工
事
ま
で
一
体
的
な
実
施

に
よ
り
、
事
業
の
ス
ピ
ー
ド

ア
ッ
プ
を
図
り
、
事
業
期
間

短
縮
を
達
成
す
る
た
め
、
国

庫
債
務
負
担
行
為
の
年
限
を

３
箇
年
か
ら
５
箇
年
以
内
に

拡
充
す
る
。

７　

地
方
へ
の
重
点
的
支
援

（
交
付
金
に
お
け
る
重
点
配

分
対
象
事
業
の
見
直
し
）

　

以
下
の
事
業
に
特
化
し
て

策
定
さ
れ
る
整
備
計
画
を
新

た
に
重
点
配
分
対
象
に
拡
充

す
る
。

○
『
「
道
の
駅
」
応
援
パ
ッ

ケ
ー
ジ
』
で
選
定
さ
れ
た

「
道
の
駅
」
の
機
能
強
化

（
令
和
８
年
度
か
ら
適
用
す

る
）

○
防
災
設
備
等
の
道
の
駅
の

機
能
強
化
（
耐
震
化
、
無
停

電
化
、
通
信
設
備
、
貯
水
施

設
、
防
災
倉
庫
、
防
災
ト
イ

レ
、
駐
車
場
拡
張
に
係
る
も

の
）
※
地
域
防
災
計
画
に
防

災
上
の
位
置
付
け
を
有
す
る

「
道
の
駅
」
で
Ｂ
Ｃ
Ｐ
策
定

済
み
の
駅
を
対
象
と
す
る
。

　

国
土
交
通
省
は
、
令
和
７
年

１
月
15
日
に
、
踏
切
道
改
良
促

進
法
に
基
づ
き
、
改
良
す
べ
き

踏
切
道
と
し
て
、
新
た
に
全
国

１
１
７
箇
所
の
指
定
を
行
っ

た
。

　

国
土
交
通
省
で
は
、
踏
切
道

改
良
促
進
法
に
基
づ
き
、
踏
切

事
故
の
防
止
及
び
交
通
の
円
滑

化
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
に

踏
切
道
対
策
を
推
進
し
て
い

る
。

　

今
回
、
開
か
ず
の
踏
切
な
ど

の
緊
急
に
対
策
の
検
討
が
必
要

な
踏
切
や
地
域
で
課
題
が
あ
る

と
認
識
し
て
い
る
踏
切
な
ど
に

つ
い
て
、
改
良
す
べ
き
踏
切
道

と
し
て
、
新
た
に
全
国
１
１
７

箇
所
の
指
定
を
行
っ
た
。

　

こ
れ
ら
の
箇
所
に
お
い
て

は
、
法
の
規
定
に
基
づ
き
、
立

体
交
差
化
や
拡
幅
等
の
対
策
に

加
え
、
周
辺
迂
回
路
の
整
備
な

ど
の
面
的
・
総
合
的
対
策
や

踏
切
道
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
な

ど
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
幅

広
い
踏
切
道
対
策
が
検
討
・
実

施
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。

　

国
土
交
通
省
と
し
て
も
、
地

方
踏
切
道
改
良
協
議
会
等
を
通

じ
た
改
良
計
画
の
策
定
等
へ
の

技
術
的
助
言
や
財
政
的
な
支
援

を
実
施
す
る
な
ど
、
対
策
促
進

を
図
っ
て
い
く
と
し
て
い
る
。

　

国
土
交
通
省
で
は
、
毎
年
８

月
を
「
道
路
ふ
れ
あ
い
月
間
」

と
し
て
、
道
路
の
愛
護
活
動
や

道
路
の
正
し
い
利
用
の
啓
発
等

各
種
活
動
を
特
に
推
進
し
て
い

る
が
、
こ
の
一
環
と
し
て
、
令

和
７
年
度
「
道
路
ふ
れ
あ
い
月

間
」
推
進
標
語
を
広
く
一
般
か

ら
募
集
す
る
。

　

道
路
は
、
国
民
の
日
常
生
活

や
経
済
活
動
に
欠
く
こ
と
の
で

き
な
い
重
要
な
公
共
施
設
だ

が
、
あ
ま
り
に
も
身
近
な
存
在

で
あ
る
た
め
、
そ
の
役
割
や
重

要
性
が
見
過
ご
さ
れ
が
ち
で
あ

る
。

　

そ
こ
で
、
こ
の
推
進
標
語
の

募
集
を
通
じ
て
、
道
路
の
役
割

や
重
要
性
を
改
め
て
認
識
し
て

い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
る
。

《
募
集
テ
ー
マ
》

　

道
路
は
、
生
活
の
向
上

と
経
済
の
発
展
に
欠
く
こ

と
の
で
き
な
い
国
民
共
有

の
、
つ
ま
り
あ
な
た
の
財

産
で
す
。
み
ん
な
が
道
路

と
親
し
み
、
ふ
れ
あ
い
、

常
に
広
く
、
美
し
く
、
安

全
に
、
共
に
楽
し
く
利
用

し
、
次
世
代
に
受
け
継
い

で
い
き
ま
し
ょ
う
。

《
応
募
資
格
》

　

小
学
生
以
上

《
応
募
期
間
》

　

令
和
７
年
３
月
21
日

（
金
）
ま
で
（
当
日
必

着
）

《
応
募
部
門
・
賞
》

〔
小
学
生
の
部
〕

　

最
優
秀
賞
１
作
品

　

優
秀
賞
２
作
品

〔
中
学
生
の
部
〕

　

最
優
秀
賞
１
作
品

　

優
秀
賞
２
作
品

〔
一
般
の
部
（
高
校
生
以

上
）
〕

　

最
優
秀
賞
１
作
品

　

優
秀
賞
２
作
品

《
応
募
方
法
》

　

電
子
メ
ー
ル
又
は
は
が
き

（
１
人
２
作
品
ま
で
応
募
可

能
）

〔
電
子
メ
ー
ル
に
よ
る
応
募
の

場
合
（
同
一
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

か
ら
の
応
募
に
て
１
人
１
回
の

み
）
〕

　

メ
ー
ル
本
文
に
、
標
語
と
以

下
必
要
事
項
を
記
載
の
う
え
、

以
下
ア
ド
レ
ス
へ
応
募
す
る
。

〈
応
募
用
ア
ド
レ
ス
〉

hqt-dourofureaigek- 
kan128@gxb.mlit.go.jp

※
国
土
交
通
省
道
路
局
道
路
交

通
管
理
課　

標
語
担
当
あ
て

〈
必
要
事
項
〉

氏
名
（
フ
リ
ガ
ナ
）
、
住
所
、

電
話
番
号
、
年
齢
、
学
校

名
（
学
生
の
場
合
）
・
応

募
部
門
の
別
、
ア
ン
ケ
ー

ト
（
応
募
の
き
っ
か
け

（
回
答
は
任
意
）
）

〔
は
が
き
に
よ
る
応
募
の

場
合
〕

　

は
が
き
に
、
標
語
と
以

下
必
要
事
項
を
記
載
の
う

え
、
以
下
宛
先
へ
応
募
す

る
。

〈
宛
先
〉

〒
１
０
０
‐
８
９
１
８ 

東
京
都
千
代
田
区
霞
が
関

２
‐
１
‐
３

国
土
交
通
省
道
路
局
道
路

交
通
管
理
課　

標
語
担
当

あ
て

〈
必
要
事
項
〉

氏
名
（
フ
リ
ガ
ナ
）
、
住

所
、
電
話
番
号
、
年
齢
、

学
校
名
（
学
生
の
場
合
）

・
応
募
部
門
の
別
、
ア
ン

ケ
ー
ト
（
応
募
の
き
っ
か

け
（
回
答
は
任
意
）
）

改良すべき踏切道を改良すべき踏切道を
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令
和
７
年
度
「
道
路
ふ
れ
あ
い
月
間
」
推
進
標
語
募
集

令
和
７
年
度
「
道
路
ふ
れ
あ
い
月
間
」
推
進
標
語
募
集

標語応募ページ

～踏切事故の防止及び交通の円滑化を目指して～

詳細・標語募集ページ　https://www.mlit.go.jp/road/road_fr4_000163.html

〔
小
学
校
・
中
学
校
単
位
で
の

応
募
の
場
合
（
学
年
・
ク
ラ
ス

単
位
含
む
）
〕

　

以
下
宛
先
へ
各
学
校
単
位
で

作
品
を
と
り
ま
と
め
た
も
の

を
、
封
書
に
て
郵
送
で
応
募
す

る
。
な
お
、
応
募
作
品
ご
と

に
、
「
氏
名
（
フ
リ
ガ
ナ
）
、

学
年
、
年
齢
、
担
当
教
諭
名
・

連
絡
先
」
を
記
載
す
る
。

〈
宛
先
〉

〒
１
０
０
‐
８
９
１
８ 

東
京

都
千
代
田
区
霞
が
関
２
‐
１
‐

３国
土
交
通
省
道
路
局
道
路
交
通

管
理
課　

標
語
担
当
あ
て

《
入
選
作
品
の
発
表
・
使
用
》

　

入
選
作
品
は
決
定
次
第
、
本

人
に
直
接
通
知
す
る
と
と
も

に
、
国
土
交
通
省
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
等
で
発
表
し
、
「
道
路
ふ
れ

あ
い
月
間
」
の
推
進
に
幅
広
く

活
用
さ
れ
る
。

《
表
彰
》

　

国
土
交
通
省
か
ら
賞
状
及
び

楯
を
贈
呈
す
る
。

《
そ
の
他
》

▽
応
募
作
品
の
返
却
は
し
な

い
。

▽
入
選
作
品
の
著
作
権
は
主
催

者
に
帰
属
す
る
。

▽
本
募
集
で
取
得
し
た
個
人
情

報
は
、
入
選
の
作
品
の
連
絡
・

発
表
、
表
彰
式
の
案
内
に
の
み

使
用
し
、
そ
れ
以
外
の
目
的
に

使
用
し
な
い
。

《
主
催
》

　

国
土
交
通
省


